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暗号の基礎原理は，数学の問題のうち論理的に
は解決されているが，解答を求める計算が困難で
あるものを応用して作られることが殆どである．しか
し技術革新により解読法が見つかってしまえば，
その暗号が使えなくなるという危険性が常にある．
従って，新しい暗号の基礎原理を絶え間なく提案
し続けることが肝要であった．

高次元ｐ進ディオファントス近似不等式の研究
高次元ｐ進ディオファントス近似不等式という不
等式を証明した．これは整数論において未解決
であったものであり，1998 年 出 版 London 
Mathematical Society Student Texts, 41巻, 
N. P. Smart著の本（Cambridge 大学出版)の
207-210ページにこの不等式の欠落による障害
が明記され，解決が望まれていた問題であった．当
該研究によってその解決がなされた．

整数格子の決定アルゴリズ
ム考察
前述で構築された不等式を応用
して，楕円曲線の整数格子決定
アルゴリズムを考察し，S整数の
計算例を求めた．

クリプトシステムへの応用
通信における情報交換の場では，他者に傍聴され
ていても，伝えたい肝心の情報に関しては簡単に
は他者に求められないという性質を持つ公開鍵暗
号と呼ばれる暗号構造が知られている．本研究で
は，前述のディオファントス近似不等式の考え方を
応用し，公開鍵暗号におけるディオファントス問題
の求解の計算困難性に負う，新しい鍵交換プロト
コルを提案した．本研究において，新しいクリプトシステムの指導原

理創成のための整数論の基礎的な命題を構築
し，それを応用した公開鍵暗号を考案した．高次
元 ｐ 進ディオファントス近似不等式という長く未
解決であった不等式を証明し，それに基づきディオ
ファントス問題の求解の計算困難性に負う新しい
鍵交換プロトコルを提案した．

代表論文：Infocommunications Journal, ISSN 2061-
2079, Vol. 5, no. 3,  17-21, (2013) 
受賞：FIRSTシンポジウム 「科学技術が拓く2030年への
シナリオ」NEXTポスターセッション銀賞(2014年3月)
一般雑誌： 

「工学教育」61巻, 3号, 113-115, (2013年5月)  
「数学セミナー」52巻, 7号, 32-36, (2013年7月号)

今までの暗号原理とは異なる斬新な基本原
理の提唱は，安全な暗号の根幹を支えること
に他ならない．本研究によって考案された，既
存の暗号とは別の発想に基づく暗号プロトコ

ルであるが，複数の攻撃者に対する場合の防
御法解析などを続け，普遍的なクリプトシステ
ムとしての確立を目指す．また基礎となる数学
の研究も進める．
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